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京都府立桂高等学校
第 2４代校長 柏木 佳久

　京都府立桂高等学校は、昭和 23 年の開校以来、今年で創立 77 年目を迎え、「創造性に富み、

心豊かな、たくましい人間の育成」の教育目標のもと、これまでに二万八千余名の卒業生を輩

出してきた、歴史と伝統ある学校です。

本校には、普通科のほか、農業に関する専門学科として、植物クリエイト科、園芸ビジネス科

の２学科を設置しています。専門学科では、未来の研究者を育成する「ＴＡＦＳ（Training in 

Agriculture for Future Specialists）プログラム」の充実を図っており、普通科においても、

課題研究型の学校設定科目「ＫＲＰ（桂リサーチプロジェクト）」を通じて、生徒の探究心と表

現力を育む取り組みを積極的に進めています。

　部活動においては、結果にこだわる「文武両道」を目指し、生徒たちはお互いに切磋琢磨し

ながら自己の目標に挑戦しています。文化系・体育系問わず多くの部が全国大会や近畿大会に

出場しており、特に農業クラブを中心とした研究活動では、全国大会や各種コンクール等で優

自主的・主体的に物事を考え、自らの意見が言える生徒、
人とコミュニケーションがとれる生徒の育成

1 2教育目標

れた成果を収めるなど、多方面で活躍を見せています。

　また、文化祭や体育祭に加え、他校には見られないクリスマスコンサートなど、多彩な学校行事が行われていることも本校

の魅力です。生徒たちは生徒会を中心に、企画から運営まで主体的に関わり、自主自律の精神のもと、活発に活動しています。

これらの行事を通じて感じるのは、生徒たちの溢れるエネルギーとはじける笑顔の素晴らしさです。

　本校の生徒は、明るく、元気で、何事にも前向きに取り組む姿勢が特徴です。いま私たちが生きる社会は「正解のない、予

測困難な時代」といわれていますが、だからこそ、生徒たちには変化を恐れず、自らの意思で未来を切り開き、よりよい社会

と幸福な人生の創り手となってほしいと願っています。３年間の高校生活を通じて、「桂プライド」を胸に、自らに誇りを持ち、

さらなる自己の成長を遂げてくれるよう期待しています。

　私たち教職員も、生徒と共に歩みながら、多くの卒業生が築いてきた伝統を継承・発展させ、地域に信頼され、愛される学

校づくりに全力で取り組んでまいります。今後とも、本校の教育活動に対し、皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申

し上げます。

「自主自律」
桂高校生としての「桂プライド」を胸に

桂高校の 5つの柱

「桂プライド」の醸成
　桂高校は、すべての生徒が桂高校生としての「桂プライド」を胸に、自分自身の

学習と部活動の高いレベルでの両立
･･･結果にこだわる文武両道

２

１学力の向上と希望進路の実現
･･･さらなる進学補習の充実

４生徒の自主活動の推進
５地域連携や地域貢献のさらなる充実

３「探究活動と研究の桂」の推進
･･･専門学科での TAFSの研究活動の推進 
･･･普通科での総合的な探究の時間による

探究活動の推進

教育目標

育てたい生徒像

創造性に富み、心豊かな、たくましい人間の育成
地域に根ざし、地域に愛される「地元の高校」を目指し、
学力の向上と調和のとれた人格の形成を図る

校長あいさつ

京都府立桂高等学校 普通科(KDコース、KRコース)
専門学科 : 植物クリエイト科･園芸ビジネス科

姿に誇りを感じ、さらに自己を高めることが
できるように、一人ひとりを大切にする教育
を充実させ、教職
員一丸となって地
域から信頼され愛
される学校づくり
を目指します。



43 専門学科

専門科目（両学科共通）
植物栽培と研究活動に必要な知識と技術を学びます。

専門部

「総合実習」植物栽培（組織培養）を通して、知識と技術を習得する。
　　　　　　植物クリエイト科：京野菜、スイートコーン、ジャガイモ、ペチュニア、ビオラ　等
　　　　　　園芸ビジネス科：施設トマト、露地野菜、プリムラ、アジサイ、花壇苗、ハーブ、観葉植物　等
「農業と環境」植物栽培の基礎知識や農業における環境保全について学ぶ。
「農業と情報」研究活動やプレゼンテーションに必要な基本的な操作方法や知識について学ぶ。
「野菜」主要野菜について生物学的側面と栽培技術、流通まで学ぶ。
「草花」主要草花の栽培方法・性状・利用方法について学習し、知識の深化を図る。
「植物バイオテクノロジー」農業や環境問題の解決に活用できる生物工学の知識と技術を学ぶ。
「食品製造」栄養素が人体に与える役割を知り、身近な食品の性質を理解する。
「農業経営」農業の経営形態を知り、マーケティングや簿記についても学びを深める。
「S-TAFS」実際に植物を栽培して栽培技術の習得を行うとともに、研究活動に必要な基礎を学ぶ。
「課題研究 (TAFS)」学科、学年の枠を取り除いた４つの研究群（P.５参照）でテーマを決めて研究活動を行う。
　　　　研究成果は各種
　　　　研究発表会等で
　　　　高い評価を受け
　　　　ている。

専門科目を更に深く学びたい生徒が入部できる部活動です。

資格取得 各種資格取得をサポートします。

バイオテクノロジー部：バイオテクノロジー技術を用いた新品種の作出から絶滅危惧種の保護を行う活動を展開。
情報処理部：ワープロ、表計算、プレゼンテーション関連資格の取得を目指して活動。
野菜部：露地野菜の栽培から高品質野菜の施設栽培における管理方法を習得し、地域への販売を行う。
草花部：紫陽花の新品種を 11種類登録。草花の栽培管理、育種、販売に至るノウハウを習得。

情報関係各種資格、危険物取扱者資格、毒物劇物取扱者資格、初級バイオ技術者、
小型車両系建設機械、小型フォークリフト、農業技術検定、色彩検定

昨年度の主な進路 希望進路を実現するために個別の指導を行います。

阪急電鉄（株）、（株）花次郎、社会福祉法人向陵会、（株）志津屋　等

進学

就職

　門学科
バイオ技術を用いた品種改良や大量増殖の技術を身につけ、
将来の国際舞台で活躍できる農業技術系科学人材を目指します。

施設園芸の高度な栽培技術を身につけ、植物のビジネス的な活用方法を探究し、
社会に貢献できる農業技術系人材を目指します。

「栽培と環境」栽培作物と環境の関係について科学的に捉え、適切な栽培方法を選択できるよう、　　
　　　　　　気象・土壌・生物的要素・施設型農業の各分野について学ぶ。

「フローラルアート」花飾の手法、技術を体得しビジネスにおける付加価値の高め方を学ぶ。

「食品微生物」微生物の特性を理解し、人間生活との関わりや利用について理解を深める。
「地域資源活用」植物を通した交流、地域資源の活性化などに関する課題を発見し、新たな価値の創造の取組に
　　　　　　　ついて学ぶ。

園芸ビジネス科

植物クリエイト科

教育課程 (令和７年度入学生のものです。変更の可能性があります。)

教育課程 (令和７年度入学生のものです。変更の可能性があります。)

専 桂高校には植物クリエイト科と園芸ビジネス科の
２つの農業系の専門学科があります。
ともに植物に関する専門的な知識と技術を学ぶことができます。

京都教育大学教育学部技術領域専攻、京都府立大学農学食科学部農学生命科学科、公立鳥取環境大学環境学部環境学科、
東京農業大学国際食料情報学部、近畿大学農学部、龍谷大学農学部・先端理工学部、摂南大学農学部、
関西大学社会安全学部、京都府立農業大学校、愛知県立農業大学校、大阪バイオメディカル専門学校　等
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65 専門学科

　TAFS：専門学科の TAFS(Training in Agriculture for Future Specialists) プログラムの成果が認められ、平成 25 年度
　　　から５年間、文部科学省よりスーパーサイエンスハイスクール (SSH) の指定を受けました。TAFS は現在文部
　　　科学省が進めているアクティブラーニングの手法をいち早く取り入れた課題研究授業であり、現在４つの研
　　　究群が展開されています。

研究群紹介

地域資源研究室 　コーヒー豆の残渣を菌床としたきのこの栽培や、その廃菌床の

アグリビジネス研究室 　研究成果をソーシャルビジネスに関するコンテスト・

生物資源の利用研究室 　 植物バイオテクノロジーの技術を使用して、野生種から

種の保存、新品種研究室 　植物バイオテクノロジーの技術を使用して、原種の保

栽培系技術の開発研究室 　桂高校オリジナルプリムラ「世界に一つだけの花」の

緑化研究室 　上記の栽培技術等を活用して、地元や小学校と連携して花壇やプラ

農業イノベーション研究室

栽培技術に関する研究室 　高度な栽培技術の開発や生産物の品質向上を目指しま

第１研究群

第２研究群

第３研究群

第４研究群

ポンカン・タンカン農家訪問
講話と収穫体験

令和６年度 岩手大会 令和５年度 熊本大会

白谷雲水峡トレッキング 志戸子ガジュマル園 鹿児島大学訪問　特別講義

屋久島特別研修
農業クラブ全国大会

R６年度卒　松吉陸斗さん　(出身中学校:太秦)　植物クリエイト科
　バイオテクノロジー部　進路先：公立鳥取環境大学 環境学部 環境学科
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R６年度卒　湯浅秋華さん　(出身中学校:嵯峨)　植物クリエイト科
　バイオテクノロジー部　進路先：龍谷大学 農学部 生命科学科
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R６年度卒　竹下和真さん　(出身中学校:七条)　園芸ビジネス科
  弓道部　進路先：関西大学 社会安全学部 安全マネジメント学科
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き
る
だ
け
取
得
し
進
学
で
活
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

農
業
や
植
物
に
興
味
が
あ
る
人
や
現
時
点

で
や
り
た
い
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う

人
は
是
非
桂
高
校
に
入
学
し
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
。
で
き
る
こ
と
や
将
来
の
選
択
肢
が

増
え
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
世
界
が
広

が
り
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
と
思
い
ま
す
。

Training in
Agriculture for
Future
Specialists

堆肥化について、地元の企業や大学と連携しながら研究しています。また、地元の原木
しいたけ栽培農家とも協力して研究活動を進めています。京野菜が秘めた能力を農家・
大学・試験場と連携して研究し、機能性食材として活用する方法を探究しています。 

(Green Blue Education Forum2024　石坂産業賞受賞 )

調理関係のコンテストに出場することで情報発信を行い、普及を図っています。また、
食文化の継承の観点から京野菜の産業教育活動も行っています。

（第 75回日本学校農業クラブ全国大会岩手大会 出場）

園芸種までさまざまな植物体を利用し、優良品種の選抜から栽培方法の確立をめざしま
す。さらには大量増殖を行い、栽培・販売をとおして、地域発展に寄与します。

(第１回みどり戦略学生チャレンジ全国大会 近畿農政局長賞受賞 )

存方法の確立や、それらを用いた新品種の育成を行います。また、茎頂培養などを駆使
して、ウイルス等に汚染された貴重な植物体の系統維持を行います。

　（令和６年度第８回高校生科学教育大賞 最優秀賞受賞）

品種改良を進めています。また、桂高校オリジナルアジサイや観葉植物、多肉植物、ハーブ、
花壇苗の効率的な繁殖技術の開発や環境に配慮した栽培活動を行っています。これらの
付加価値を高めた植物を活用して新しいビジネスモデルを構築します。

ンターによる緑化に取り組むほか、フラワーアレンジメント、観葉植物、多肉植物など
を用いた室内の緑化方法についても研究を行い、地域に貢献して生活を豊かにする取組
を展開しています。

　未来の日本の農業手法や経営モデル、地域社会との連

す。養液栽培と土耕栽培を組み合わせるなど効率的な生産管理用法を活用した栽培技術
に関する研究を行います。また、種々の栽培技術を活用して植物の高品質化に取り組み、
効率的な植物の生産管理方法を探求します。

う
ま
く
い
く
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
改
善

授
業
で
は
多
く
の

選
択
肢
の
中
か
ら

私
は
第
二
研
究
群
、
樹
木
班
に
所
属
し
ま
し
た
。

内
容
の 

1
例
と
し
て
仁
和
寺
さ
ん
か
ら
頂
い

た
3
つ
の
桜
の
品
種
を
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
技
術
を
用
い
て
保
全
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
希
少
な
植
物
の

研
究
を
通
じ
て
保
護
し
社
会
貢
献
が
で
き
る

と
い
う
点
も
桂
高
校
な
ら
で
は
で
す
。
植
物

に
向
き
合
え
ば
向
き
合
う
ほ
ど
探
究
し
た
い

こ
と
が
増
え
、
実
験
の
た
め
に
頭
を
回
転
す

る
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

植
物
や
生
物
に
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
桂

高
校
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

課
題
達
成
の
た
め
班
員
と
共
に
実
験
を
続

け
る
楽
し
さ
は
他
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
楽
し

さ
を
桂
高
校
に
入
学
し
て
十
分
に
感
じ
て
ほ

し
い
で
す
。

で
き
る
の
か
を
考
え
る
う
ち
、着
実
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、

様
々
な
発
表
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
研
究
発
表

が
で
き
た
り
、農
家
に
自
分
で
直
接
ア
プ
ロ

ー
チ
し
た
り
、普
通
の
高
校
生
で
は
で
き
な

い
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、環
境
分
野
に
さ
ら
に
興
味
を
持

ち
、進
路
先
に
決
め
、第
一
志
望
の
大
学
に
合

格
で
き
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、本
当
に
充
実
し
た
３
年
間

だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

桂
高
校
に
は
農
業
を
し
っ
か
り
と
教
え
て

く
れ
る
先
生
方
や
施
設
、環
境
が
し
っ
か
り

と
揃
っ
て
い
ま
す
。専
門
学
科
に
少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て
い
る
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ

学
校
説
明
会
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

携に焦点を当てます。日本の農業の将来性や持続可能性、地域社会への貢献を探究し、次
世代農業を探究します。

る
よ
う
に
な
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
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普通科 1

第１学年

第１学年

第2学年･第３学年

第2学年

第３学年
入学前の学力診断テスト等により総合的に判断して、 
第１学年は標準クラスと発展クラスを編成します。

国語、数学、英語、理科、地歴・公民を発展的に学習

基礎的・基本的学力を確実に身につけるよう学習

ＫＤコース(文系) Katsura Development( 桂デベロップメント ) 多様な進路に対応した選択科目
基礎的基本的学力を確実に身につけ、文系の４年制私立大学、専門学校、就職等の幅広い進路に対応。私立大学
では産近佛龍などの中堅大学までを目標とする。

第１学年の夏に文理選択･コース選択を実施し、第２学年より２つのコース
Katsura Development( 桂デベロップメント ; KD) と
Katsura Research( 桂リサーチ ; KR) に分かれます。

Katsura Development

2年

総探･･･総合的な探究の時間 芸術Ⅱ･･･「音楽Ⅱ」、「美術Ⅱ」、「書道Ⅱ」から選択

3年

302928272625242322212019181716151413121110987654321

選択 A･･･「数学特講」、「国語特講」、「保育基礎」から選択 選択 B･･･「国語表現」、「英語特講」、「音楽Ⅲ」、「美術Ⅲ」、「書道Ⅲ」から選択

ＫＲコース(文系･理系)

第３学年

ＫＤコース(文系)

普通科「クラス」、「コース」の3年間の流れについて

分野・同じテーマで探究を自分たちで進め、探究の「技」を身につけます。ＫＤコース・ＫＲ
コースともに中間発表会・最終発表会を実施します。特にＫＲコースでは、各種学会等の発
表会に積極的に参加し、探究の成果を学外の有識者の方々に見ていただき、助言をいただく
ことで、探究の「技」を磨きます。また、その実績は大学入試の総合型選抜に利用すること
も可能です。

１年次は基礎プログラム (１単位 ) を実施します。

２年次は実践プログラム (２単位 ) を実施します。
　基礎プログラムで身につけた探究の「型」を応用し、実践プログラムでは１年間を通して同じ

「総合的な探究の時間」について

R６年度卒　國木花観さん　(出身中学校:四条)　普通科 ＫＤコース　
　 弓道部　進路先：京都第二赤十字看護専門学校

R６年度卒　鈴木葵さん　(出身中学校:長岡第三)　普通科 ＫＤコース
　陸上競技部　進路先：関西大学 社会学部 社会学科

R６年度卒　森本阿美さん　(出身中学校:桂)　普通科 ＫＤコース　
　生徒会書記　進路先：龍谷大学 経済学部

　
私
は
自
由
な
校
風
で
、
文
武
両
道
を
実
現

で
き
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
た
た
め
桂
高

校
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
弓
道
部
に
所

属
し
、
二
年
生
か
ら
は
部
長
と
し
て
活
動
し

ま
し
た
。
練
習
で
は
部
員
と
激
し
い
団
体
メ

ン
バ
ー
争
い
の
中
、
切
磋
琢
磨
し
射
を
磨
い
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
団
体
で
近
畿
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
経
験
で
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
っ

た
の
で
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
K
D
コ
ー
ス
は
自
分
の
進
路
に
合
わ
せ
た

選
択
授
業
が
多
く
あ
り
必
要
な
教
科
だ
け
を

選
択
し
、
受
験
期
に
合
わ
せ
て
授
業
を
進
め

る
の
で
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
他
に
も
受

験
に
必
要
な
教
科
の
補
習
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
普
段
よ
り
も
さ
ら
に
少
数
人
数

で
の
授
業
に
な
る
の
で
質
問
し
や
す
く
、
進

　
私
は
高
校
で
勉
強
に
力
を
入
れ
な
が
ら
も

行
事
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
、
自
由
な
校
風

で
あ
る
桂
高
校
を
目
指
し
ま
し
た
。 

私
は
生

徒
会
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
説
明
会

で
使
う
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
作
成
を
し
た

り
、
中
学
生
の
み
ん
な
に
学
校
案
内
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
文
化
祭
の
準
備
や
み
ん
な
が

楽
し
め
る
催
し
を
企
画
し
ま
し
た
。
桂
高
校

に
は
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

文
化
祭
や
体
育
祭
で
は
ク
ラ
ス
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
自
分
た
ち
の
目
標
や
成
し
遂
げ
た
い

こ
と
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
、
行
事
を
通
し

て
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
よ
り
仲
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
苦
労
し
た
こ

と
や
大
変
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
終

わ
っ
た
後
の
達
成
感
は
非
常
に
か
け
が
え
の

路
の
相
談
に
も

乗
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
不
安
が

軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
活
最
後
の
文
化
祭
で
は
演
劇
を
行

い
ま
し
た
。
大
道
具
、
音
響
、
照
明
と
本
格

的
に
行
わ
れ
る
た
め
夏
休
み
に
ク
ラ
ス
で
協

力
し
練
習
し
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
多
か
っ
た

で
す
が
本
番
で
は
練
習
通
り
の
力
を
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
、
生
徒
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
歌
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
教
職
員
に
よ
る
演
劇
が
人
気

で
体
育
館
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

高
校
に
入
学
す
る
ま
で
は
物
事
に
対
し
て
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
な
性
格
で
は
な
か
っ
た

で
す
が
、
桂
高
校
で
様
々
な
経
験
を
し
た
こ

と
で
自
主
的
に
考
え
て
行
動
す
る
力
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
生
か
ら
ず
っ
と

仲
良
く
し
て
く
れ
た
多
く
の
友
達
に
も
恵
ま

れ
て
三
年
間
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
桂
高
校
に

入
学
し
て
充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
私
は
高
校
生
活
を
中
学
校
と
は
違
っ
た
楽

し
み
方
で
充
実
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
自
由
な
校
風
で
文
武
両
道
が
出

来
る
桂
高
校
を
選
び
ま
し
た
。
部
活
動
で
は

陸
上
競
技
場
短
距
離
パ
ー
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

で
し
た
が
、
他
人
に
目
を
向
け
、
支
え
る
こ

と
の
や
り
が
い
を
感
じ
、
人
と
し
て
成
長
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
勉
強
で
は
一
年
次
か
ら
進
路
学
習
の

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
年
生
の
頃
か
ら
こ
の
大
学
に
行
き
た
い
！
と

強
く
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
勉
強
に
励
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
放
課
後
に
親
身
に
教
え
て
く
だ
さ
る

先
生
が
た
く
さ
ん
い
る
た
め
、
自
学
自
習
を

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
学
び
の
幅
が
格
段

に
広
が
り
、
自
分
が

見
や
す
い
ノ
ー
ト
作

り
に
励
ん
だ
り
、
文

　基礎プログラムでは、開講される複数分野の中から２分野を選択し、各分野の決められたテー
マで探究を行います。この基礎プログラムで探究のプロセスを経験し、２年次の実践プログラム
を進めていくための探究の「型」を身につけます。

な
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
2
年
の
研
修

旅
行
で
は
北
海
道
に

行
き
初
め
て

ス
キ
ー
を
し
ま
し
た
。

勉
強
面
で
は
、
目
標
に
し
て
い
る
大
学
が
あ
っ

た
た
め
1
年
生
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
テ
ス
ト
勉

強
を
頑
張
り
ま
し
た
。
授
業
で
は
先
生
方
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
教
え
て
く
だ
さ

る
の
で
と
て
も
分
か
り
や
す
い
で
す
。
ま
た
、

授
業
内
に
小
テ
ス
ト
が
あ
る
の
で
よ
り
理
解

が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
大
学
受
験

に
向
け
て
の
夏
期
講
習
や
自
習
室
な
ど
豊
富

な
対
策
や
支
援
が
あ
り
進
ん
で
勉
強
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
先
生
方
も
自
分
が
行

き
た
い
大
学
や
進
路
に
対
し
て
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
え
る
の
も
桂
高
校
の
魅
力
で
す
。
私
は

高
校
で
の
勉
強
や
行
事
を
通
し
て
と
て
も
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
桂
高
校
に
入
学
し
て
楽
し
い

高
校
生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

章
を
自
分
な
り
に
ま
と
め
る
力
が
つ
い
た
り
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員
と
意
見
を
交
流
が
で
き
た

り
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
第
一
志
望
の
大
学

に
合
格
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
学
校
行
事
も
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、
文
化

祭
準
備
で
は
夏
休
み
に
集
ま
っ
た
り
、
午
後
の

授
業
を
使
っ
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
共
に
ひ
と
つ

の
劇
な
ど
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
生
徒
同
士

の
距
離
も
よ
り
近
く
な
り
仲
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
私
は
演
劇
で
主
役
を
演
じ
、
重

圧
が
あ
っ
た
も
の
の
、
担
任
の
先
生
や
、
周
囲

の
友
達
の
支
え
が
あ
っ
て
成
功
す
る
こ
と
が
で

き
、
個
人
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
桂
高
校
に
入
学
し
て
「
今
し
か
で
き
な

い
こ
と
」
に
全
力
で
取
り
組
み
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
桂
高
校
で
お
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

32 3331302928272625242322212019181716151413121110987654321

LHR

総探･･･総合的な探究の時間標準クラス･発展クラス 共通 教育課程 ( 令和７年度入学生のものです。変更の可能性があります。)

教育課程 ( 令和７年度入学生のものです。変更の可能性があります。)

１年 総
探

化学基礎 地学基礎 体育 情報Ⅰ数学Ⅰ 数学A
音楽Ⅰ
美術Ⅰ
書道Ⅰ

保
健

現代の
国語 公共言語文化 英語コミュニ

ケーション I
歴史総合 論理･表現Ⅰ

生物基礎 家庭基礎 総探体育 保
健 LHR論理国語 英語コミュニケーションⅡ 論理･表現Ⅱ

日本史
探究 数学Ⅱ古典探究 地理総合
世界史
探究

芸術Ⅱ
英語演習

生物 生活文化

体育 LHR論理国語 英語コミュニケーションⅢ 論理･表現Ⅲ
日本史探究

古典探究 政治経済

日本史特講
世界史特講

選択A 選択B理科
総合

世界史探究



9

普通科

109 普通科 2

Katsura Research

ＫＲコース(文系･理系) Katsura Research( 桂リサーチ ) 難関大学受験に対応した文系•理系選択科目

国公立大学及び関関同立等、難関私立大学から産近佛龍までの中堅大学の一般受験に対応できる学力を目標とする。

教育課程 ( 令和 7年度入学生のものです。変更の可能性があります。)

R６年度卒　竹内璃玖さん　(出身中学校:久世)　普通科 ＫRコース
 　進路先：京都大学 文学部 人文学科

R６年度卒　後藤大雅さん　(出身中学校:桂川)　普通科  ＫRコース
テニス部 　進路先：京都府立大学 生命理工情報学部 理工情報学科

R６年度卒　松本 萌さん　(出身中学校:樫原)　普通科 ＫRコース
 　進路先：京都教育大学 教育学部 数学領域専攻

　
桂
高
校
に
は
志
望
校
に
合
格
す
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
や
学
習
環
境
が
充
実
し
て
お
り
一
生

懸
命
勉
強
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕

は
普
段
の
勉
強
で
の
疑
問
点
を
先
生
に
質
問

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
て
丁
寧

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
学
力
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
共

通
テ
ス
ト
前
は
授
業
で
集
中
的
に
共
通
テ
ス

ト
に
特
化
し
た
演
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

苦
手
意
識
が
あ
り
ま
し
た
が
本
番
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
2
次
試
験

に
向
け
た
対
策
で
は
各
教
科
の
先
生
方
が
親

身
に
な
っ
て
自
分
の
得
意
・
不
得
意
に
沿
っ
た

指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
最
後
の

最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
苦
手
だ
っ
た
数
学
は
20
年
分
以
上
の

私
は
中
学
生
の
と
き
に
、ど
こ
の
高
校
に
入

学
し
よ
う
か
と
、と
て
も
悩
み
ま
し
た
。高
校

生
に
な
っ
て
し
た
い
こ
と
が
何
か
を
考
え
た

と
き
に
、充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
た
め
、家
か
ら
も
通
い

や
す
く
、自
由
な
校
風
が
感
じ
ら
れ
る
桂
高

校
を
選
び
ま
し
た
。

　
桂
高
校
で
は
、多
く
の
友
人
に
恵
ま
れ
、勉

強
に
励
み
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
や
習
い
事
な

ど
、両
立
を
し
て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
毎
日
の
生
活
が

楽
し
く
、文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
で
友
だ
ち
と
楽
し
ん
だ
思
い
出
は
一
生

忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。校
内
に
コ
ン

ビ
ニ
が
あ
り
、体
育
の
後
や
放
課
後
に
友
だ

ち
と
ア
イ
ス
を
食
べ
た
こ
と
は
よ
い
思
い
出

で
す
。

　
私
は
家
か
ら
通
い
や
す
く
、
自
由
な
校
風

に
惹
か
れ
て
桂
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
通

学
に
か
か
る
時
間
が
短
か
っ
た
の
で
、
部
活

動
後
の
時
間
も
勉
強
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
桂
高
校
で
は
先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て
私

た
ち
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
定
期
的
な
進
路

相
談
で
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
進
路
の
実
現
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
、
分
か
ら
な
い
所

を
質
問
す
る
と
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え

ま
す
。
ま
た
国
公
立
大
学
の 

2 

次
対
策
で
は

教
科
ご
と
に
担
当
の
先
生
が
つ
い
て
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
周
り
の
み
ん
な
と
自

習
室
で
一
緒
に
頑
張
っ
た
り
、
互
い
を
励
ま
し

あ
う
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
落
と
す
こ

と
な
く
合
格
ま
で
走
り
切
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
桂
高
校
で
は
楽
し
い
学
校
行
事
が
た

過
去
問
を
添
削
指

導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

学
力
面
は
も
ち
ろ

ん
、
先
生
方
の
メ

ン
タ
ル
面
で
の
支

え
や
応
援
の
お
か
げ
も
あ
り
無
事
、
京
都
大

学
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
学
受
験
で
は
、

中
学
生
の
と
き
か

ら
行
き
た
い
大
学
は
決

め
て
い
た
の
で
、普
段
の

授
業
を
中
心
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
し

た
。受
験
期
に
は
、た
く
さ
ん
の
先
生
が
助
言

や
応
援
を
し
て
く
だ
さ
り
、無
事
に
志
望
校

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
希
望
進
路
を
実
現
し
、充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
桂
高
校
は
本
当
に

お
す
す
め
で
す
。

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
例
と
し
て
文
化
祭
で

は
ク
ラ
ス
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
演
劇
を
行
う

た
め
、
ク
ラ
ス
の
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま

す
。
さ
ら
に
有
志
の
生
徒
に
よ
る
一
芸
披
露

や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
文
化
部
に
よ
る
様
々
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
は
学
年
の
枠
を
超
え

て
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

私
は
部
活
動
と
勉
強
の
両
立
が
で
き
る
か
心

配
で
し
た
が
、
友
達
や
家
族
に
支
え
ら
れ
部

活
動
も
勉
強
も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
テ
ニ
ス
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
部
活

の
み
ん
な
と
協
力
し
て
と
て
も
楽
し
み
な
が

ら
真
剣
に
部
活
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
桂
高
校
で
の
三
年
間
は
自
分
自
身
を

人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
充
実
し
た
高
校
ラ
イ
フ
を
送
る
の
に
本
当

に
適
し
た
学
校
だ
と
思
う
の
で
皆
さ
ん
も
是

非
桂
高
校
に
来
て
く
だ
さ
い
。

3年
文

理

3231302928272625242322212019181716151413121110987654321

2年
総探･･･総合的な探究の時間

32 3331302928272625242322212019181716151413121110987654321

文

理

論理国語

論理国語

日本史探究
世界史探究

物理基礎 物理

生物基礎 生物

家庭基礎 総探体育生物基礎 保
健 LHR

LHR

体育

英語コミュニケーションⅡ 論理･表現Ⅱ

家庭基礎 総探保
健

英語コミュニケーションⅡ 論理･表現Ⅱ

古典探究

古典探究

地理総合

地理総合

数学Ⅱ

数学Ⅱ

数学B
英語演習

数学B 化学

論理国語
日本史探究
世界史探究

体育

英語特講

英語コミュニケーションⅢ 論理･表現Ⅲ

体育 英語コミュニケーションⅢ 論理･表現Ⅲ

古典探究
数学C

政治経済
日本史特講
世界史特講

数学特講 理科
特講α

理科
特講β

国語特講

論理国語 地理探究
数学Ⅲ

数学総合

数学C

数学C

物理
生物

化学古典研究



進路・選抜11

卒業生の主な進路
令和６年度卒業生

数字は延べ、　（　）内は専門学科生徒 [ 内数 ]

平日進学補習講座 開講状況

計 10(4)

計 59(16)

計 3(1)

計 12(8)

令和７年度 参考 ( 昨年度選抜実施要項より )
※ 選抜についての確定内容については、
　令和 7年９月公表の「令和 8年度選抜実施要項」で御確認ください。

前期選抜

中期選抜

募集人数 42人

42人

共通学力検査(国語・数学・英語)
報告書

面接(集団面接)

選抜方法 150点
135点
30点

報告書
面接(集団面接)

作文（600字程度）
活動実績報告書

135点
60点
70点
70点

普通科A方式

普通科B方式

普通科

専門学科A方式

専門学科 : 植物クリエイト科・園芸ビジネス科

中学校での学習・学校生活に意欲的に取り組み、入学後も高い向上心を持ち本校で学ぶ意欲のある
生徒であり、かつ、次の全ての項目に該当する生徒
　１　理数分野・人文分野に高い関心を持ち、主体的に課題研究にチャレンジする生徒
　２　１年次に発展クラスで学び、３年間、難関大学進学を目指すなど、希望進路実現に向けて主
　　　体的に学習できる生徒

中学校での学習・学校生活に意欲的に取り組み、入学後も高い向上心を持ち本校で学ぶ意欲の
ある生徒であり、かつ、次の全ての項目に該当する生徒
　１　中学校３年間を通じて部活動等に打ち込み、成果をあげた生徒
　２　次に示す本校の特色ある部活動のいずれかでの活動を希望する生徒

求める生徒像

求める生徒像

募集人数
選抜方法

各学科28人

共通学力検査(国語・数学・英語)
報告書

面接(集団面接)
作文(600～800字程度)

150点
135点
100点
50点

中学校での学習・学校生活に意欲的に取り組み、入学後も高い向上心を持ち本校で学ぶ意欲のある
生徒であり、かつ、次の全ての項目に該当する生徒
　１　将来の進路を考え、農業と環境に関する知識・技能を学ぶ目的意識が明確であり、当該学科
　　の教育内容に対する興味・関心を持った生徒
　２　農業や環境に関する研究活動に強い興味・関心を持ち、自ら課題を見つけ、実験と実習を重
　　ね、その成果を発表し、実践できる生徒

求める生徒像

募集人数
選抜方法

普通科：募集定員の70%
専門学科：募集定員の30％

共通学力検査(国語・社会・数学・理科・英語)
報告書

200点
195点

募集人数

選抜方法

合格発表

12

放課後に行います

陸上競技部 ( 男女 )　　　　ラグビー部 ( 男 )　　　サッカー部 ( 男 )　　　硬式野球部 ( 男 )
バドミントン部 ( 男女 )　　　バスケットボール部 ( 男女 )　　　バレーボール部（男）
剣道部 ( 男女 )

クラウドサービスを活用した
学習支援システムを導入
　スタディサプリ（リクルート）を導入しています。
部活動で忙しい人も、自分で時間をみつけて学習する習慣を身につけてください。
PC・タブレットPC・スマートフォンで、いつでもどこでも自分のペースで利用できる
オンライン動画教材を含んでいます。
わかりやすい講義で、学習内容のつまづきの克服、授業内容の復習、
発展的な学習に取り組むことができます。

３年生
国語演習
数学演習
英語演習
情報演習

※平日進学補習以外に、夏休み・冬休み・春休みの進学補習も実施しています。

放課後に行います

計 730 (54)

京都大学
京都工芸繊維大学
京都教育大学
滋賀大学
京都府立大学
福知山公立大学
滋賀県立大学
兵庫県立大学
青森県立大学
山梨県立大学
公立鳥取環境大学
下関市立大学

1
2
4(1)
2
5(1)
1
3
1
1
1
1(1)
1

7
17
22(1)
4(1)
115(1)
117(10)
78(1)
3(2)

 計 23 (3)

同志社大学
立命館大学
関西大学
関西学院大学
京都産業大学
龍谷大学
佛教大学
近畿大学
　他  

数 数 数

数

数

数

数

数

計 6

計 5(5)

選抜について

国公立大学 私立大学

公務員

就職

専門･各種学校

看護専門学校

職業能力開発校等

私立短期大学



月４ 月５ 月６ 月７ 月８ 月９

月10 月11 月12
月１ 月２ 月３

充実した学校行事･学校生活･制服

離着任式

始業式

入学式

新入生歓迎会

新入生オリエンテーション

面談週間

学習強化週間

生徒総会

中間考査

野外活動

人権学習（１、２年）

団体鑑賞

学習強化週間

期末考査

終業式

夏期補習

夏期補習

始業式

文化祭

体育祭

学習強化週間

中間考査

生徒総会

学習強化週間

人権学習（３年）

美化週間

読書週間

期末考査

落ち葉清掃

クリスマスコンサート

終業式

冬期補習

始業式

スキー研修旅行（２年）

学年末考査（３年）

学習強化週間 卒業式

学年末考査（１、２年）

終業式

新入生オリエンテーション

野外活動：班に分かれて野外調理

文化祭：３年生演劇

体育祭：色別対抗綱引き

読書週間：楽しい図書館
クリスマスコンサート：吹奏楽部演奏 スキー研修：北海道

桂高校　コンビニ

通学
昼食

　女性向けブレザーの襟は花びらをイメージ

多くの生徒が自転車で通学しています。校内の駐輪スペースは充分にあり、登録すればどこから
でも自転車通学が可能です。（雨天時に着用するレインコートの用意が必要です。）

各自持参するお弁当以外に校内に
は「コンビニ」があります。

13 14

制服

いろんなバリエーションの着こなし

標準的な着こなし

POP

桂高校図書館オリジナルキャラクター
「ポップまん」 行事・生活・制服

した二重の襟になっています。男性向けスラックスはヘリンボーン
生地です。共にボタンは削り出しで校名が刻んであります。男女共、家庭でも洗濯できる生地です。
　オプションとして本校指定のニット生地のカーディガン、ベスト、セーターも着用できます。  
  また、女性向けのスラックスも着用できます。

指定のカーディガン

 リボン

男性向けブレザー
 女性向けブレザー

指定のセーター

指定のベスト

ソックスの
指定はありません

ヘリンボーン生地の
スラックス

靴はローファー、
スニーカー等自由です

ネクタイ

チェック地のスカート
　（これと同じ生地の

　スラックスも着用できます）



華道部　全校区高校生花いけバトル栗林公園杯近畿大会 2022 (３位 )

農業クラブ　近畿学校農業クラブ連盟大会 (プロジェクト発表分野Ⅱ類優秀賞、プロジェクト発表分野Ⅲ類優秀賞 )、
農業情報処理競技会近畿大会 (優秀賞 )、農業情報処理競技会全国大会 (優秀賞 )、高校生科学教育大賞 (審査員特別賞 )、
全国高校生農業アクション大賞 (奨励賞 )、農業高等学校生徒意見文全国コンクール (審査員特別賞 )、
高校生食の SDGs アクションプラングランプリ (審査員特別賞 )、

放送部　ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト (出場 )

農業クラブ　近畿学校農業クラブ連盟大会(プロジェクト発表分野Ⅰ類優秀賞、プロジェクト発表分野Ⅱ・Ⅲ類最優秀賞、意見発表分野Ⅲ類優秀賞)、
第１回みどり戦略学生チャレンジ全国大会 (近畿農政局長賞 )、
第 10 回全国ユース環境活動発表全国大会 (SDGs 特別活動賞 )

放送部　全国高等学校総合文化祭出場

農業クラブ　近畿学校農業クラブ連盟大会 (プロジェクト発表分野Ⅱ類最優秀賞、意見発表分野Ⅱ類優秀賞 )
高校生科学教育大賞 (最優秀賞 )、全国高校生農業アクション大賞 (奨励賞 )、農業高校生徒意見文全国コンクール (優秀賞 )、
毎日地球未来賞 (SDGs 未来賞 )、日本植物学会大会高校生研究ポスター発表 (優秀賞 )

書道

陸上競技
ラグビー
サッカー
硬式野球
卓球
バドミントン
バレーボール
弓道
バスケットボール
剣道
テニス
ソフトテニス

体育系部活動主な成績 （過去 3年間）

弓道部　近畿高校弓道大会（女子個人、男子団体、女子団体）、全国高校総体 (女子団体 )、近畿高校弓道選抜大会（女子個人）、
全国高校弓道選抜大会 (女子個人 )

弓道部　近畿高校弓道大会（男子個人６位、女子個人出場、女子団体出場）

弓道部　近畿高校弓道選抜大会（男子・女子個人）、全国高校総体 (女子個人 )、近畿高校弓道選抜大会 (男子･女子個人、女子団体 )

全国高校弓道選抜大会 (男子個人 )

陸上競技部
近畿高校駅伝競走大会 (男子４位、女子２位 )、近畿高校陸上競技対抗選手権大会 (男子 400mH、男子走高跳、女子 3000m)
近畿高校ユース陸上競技選手権大会 (男子走 5000m、女子 1500m)

陸上競技部
近畿高校駅伝競走大会 (男子、女子 )、
近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会（男子走高跳、男子 5000m、女子 1500m、女子 3000m）、
近畿高校陸上競技対抗選手権大会（女子 3000m出場）

陸上競技部　近畿高校陸上競技対抗選手権大会 (男子 800m、男子･女子走高跳 )、全国高校総体 (男子 800m)、
近畿高校駅伝競走大会 (女子 6位 )、近畿高校ユース陸上競技選手権大会 (男子･女子走高跳、女子 1500m、女子 3000m)

バドミントン部　近畿高校バドミントン選手権大会出場 (女子個人 )

陸上競技

サッカー

弓道

剣道

テニス

バドミントン ( 女子 )

ラグビー

バレーボール ( 男子 )

卓球

硬式野球

演劇
吹奏楽
美術
茶道
書道
将棋
軽音楽
サイエンス
放送
華道
イラスト研究
情報科学

農業系部活動
草花
野菜
バイオテクノロジー
情報処理

華道

軽音楽

演劇

美術

吹奏楽

15 16

体育系部活動 文化系部活動

令和５年度

令和４年度

令和６年度
令和６年度

文化系・農業系部活動主な成績 （過去 3年間）

令和４年度

令和５年度

部活動

バスケットボール ( 女子 )

バドミントン部　近畿高校バドミントン選手権大会（女子ダブルス）

バドミントン部　近畿高校バドミントン選手権大会（女子ダブルス）



桂
川

JR

京都府立桂高等学校

＊阪急桂駅から徒歩約 10 分

＊JR 桂川駅から徒歩約 25 分
＊京都市バス 69,70, 南 1, 特南 1 系統「桂高校前」下車すぐ

「令和８年度 京都府立桂高等学校学校紹介パンフレット」　
　製作：京都府立桂高等学校 教育企画部

17 18

※ 詳細は「実施要項」(各中学校に配布予定)にて御確認ください。
※ウェブサイトでも最新情報を御確認ください。

11月15日(土) 学校説明、施設見学、在校生発表等、進路相談
第２回 学校説明会

12月６日(土) 学校説明、施設見学、進路相談
専門学科説明会

第２回 部活動体験

(予定)令和７年度 学校説明会

９月27日(土) 学校説明、施設見学、在校生発表等、進路相談
第１回 学校説明会

８月21日(木)、22(金) 第１回 部活動体験

対象：中学生・保護者等

対象：中学生・保護者等

対象：中学生・保護者等

対象：中学生・保護者等

部活動ごとに
時間帯･場所を分けて体験・見学

部活動ごとに
時間帯･場所を分けて体験・見学

８月２日(土) 農業教育体験学習会

６月７日(土) 学校公開

対象：中学生・保護者等
学校説明、体験授業、施設見学、
在校生発表等、進路相談

https://www.kyoto-be.ne.jp/katsura-hs/mt/
https://www.instagram.com/instakatsura/
京都府立桂高等学校 公式インスタグラム

それぞれの説明会が近づいたら、本校ウェブサイトから申込みできます。

9:00～12:30

9:00～12:30

9:00～12:30

9:00～12:30

13:00～16:30

9:00～16:30

9:00～16:30
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